
高等教育関連年表 
作成：OFIAS リエゾンオフィサー新井早苗 

最終更新：2008 年 3 月 1 日 
年 世界 日本・アジア ヨーロッパ 米国 

1988 年   大学大憲章  
1989 年     
1990 年 （万人のための教育世界会議）    
1991 年  7 月 大学設置基準の改正（大綱化）：事前

規制緩和、自己点検・評価による教育研究の

質の保証[大学の自己点検・評価の努力義務

化] 

  

1992 年  この頃より大学ランキング登場   
1993 年     
1994 年     
1995 年     
1996 年     
1997 年   リスボン協定 

デアリング報告 
 

1998 年 10 月 UNESCO「高等教育世界宣言」 10 月 大学審議会答申「21 世紀の大学像と

今後の改革方針について―競争的環境の中

で個性が輝く大学」公表 

ソルボンヌ宣言（英仏独伊）  

1999 年  大学設置基準改正：自己点検・評価の実施・

公表の義務化、外部評価の努力義務化 
ボローニャ宣言  

2000 年  4 月 大学評価・学位授与機構設立（学位授

与機構改組）[第三者評価機関として] 
(2000-2006) SOCRATESII（30 カ

国が参加） 
European Association for Quality 
Assurance in Higher Education 
(ENQA)設立 

 

2001 年 GATS ドーハ・ラウンド開始：サービスの自

由化。高等教育が最大の焦点 
総合規制改革会議が、継続的な第三者によ

るほうか認証（アクレディテーション）制度の

導入などを答申 
6 月 文科省「大学（国立大学）の構造改革

方針」（遠山プラン）発表（トップ 30 のための

3 月サラマンカ宣言、プラハ会合  



重点投資）→COE 育成研究費制度発足 
9 月 「国立大学法人」の制度設計の構想案

（中間報告）公表 
10 月文科省私学部「学校法人経営の充実強

化等に関する調査」結果公表 
11 月日本私立大学連盟「学校法人の経営困

難回避策とクライシス・マネジメント」中間報

告発表 
2002 年 10 月 「国際アクレデーション、質保証及

び資格承認に関するグローバル・フォーラ

ム第 1 回会合開催 

3 月 報告書 『新しい「国立大学法人」像に

ついて』公表 
8 月 中央教育審議会答申「大学の質保証に

係わる新たなシステムの構築について」「大

学院における高度専門職業人養成につい

て」「法科大学院の設置基準等について」 
11 月 学校教育法改正：第三者評価義務化

（2004 年度より） 

  

2003 年 6 月世界高等教育会議＋5 
11 月 第 32 回ユネスコ会議「高等教育と

グローバリゼーション：持続可能な開発を

目指した、質及び知識社会へのアクセス

の向上」に関する決議案の採択 

4 月 学校教育法改正施行：機関別認証評

価、専門分野別認証評価の義務化 
7 月 国立大学法人法成立 

5 月グラーツ協定 
9 月 ベルリン・コミュニケ 

11 月 NAFSA ブルーリボン・タス

クフォースレポート「米国の未来を

保証する：グローバル化時代にお

ける国際教育」 

2004 年  4 月 国立大学法人化される   
2005 年 『国境を越えて提供される高等教育の質

保証に関するガイドライン』 
（OECD-UNESCO） 

 5 月 ベルゲン・コミュニケ 9 月 Secretary of Education’s 
Commission on the Future of 
Higher Education 設置発表 

2006 年    6 月  Lincoln Study Abroad 
Fellowship Program（否決） 

2007 年   6 月 ロンドンコミュニケ Senator Paul Simon Study 
Abroad Foundation Act 

2008 年     
2009 年   4 月 28 日・29 日ルーバン/ルーバ

ン・ラ・ヌーブ会合 
 

2010 年   ヨーロッパ高等教育圏達成目標期

限 
 




